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松原の教育改革と学校づくり

林 和広（松原市教育委員会）

1、 はじめに

　松原市は、大阪府の ほ ぼ中央部、大阪市の 南に

閥妾する人 口約 13 万人 の 都市で ある．．い わ ゆる

旧村 といわれる住宅地と、ミニ 開発で作られた住

宅地が混在してい る堰 或であり、市内には、15小

学校と 7 中学校があ り、市全体の児童数は約 7800

人、生徒数は約 3400 人で 、比較的中規模の 小中

学校が多い 地域である。

　こ こ数年、子 どもたちを取 り巻く生活は大変厳

しく、生活保護や就学援助を受けて い る家庭は市

全体で約 24％、ひ とり親家庭 は約 14％に 達 し、

年 々 増加傾向にある。それ らの こ とが、親子関係

に もさまざまな影響をあたえ、子 どもと関わ る時

間的 ・精神的余裕の なさ等が、親子関係を不安定

に させ て い るとい え る c そ の 中で、感清を素直に

表現で きな い 等 「ゆれ」ざるを得ない 子 ど もた ち

に こ そ、温 か い 心や人間に対す る優 し さ、人間に

対する信頼の 回復を松原の 教育は大切にし取 り組

み を進めて い る。

2、 同和教育、人権教育を学校づくりの柱に

　松原の 同和教育、人権教育の 実践は、校区に被

差別部落を有する布忍小学校と松原第三 中学校の

実践が基盤 で ある。子 どもと地域の 現実か ら出発

し、地域との 連携を大切 にする両校の 実践は、次

の ような成果と教訓を発信し続けて い る。

　
一

つ は、低学力の克服を課題に、少人数学習等

の 授業改革をは じめ補充学習や家庭学習と結んだ

総合的な学習指導の あ り方である。二 つ 目は、聞

き取りや フ ィ
ール ドワーク等体験的な学習を位置

づ けた、地域と結んだ人権を基盤 とした総合学習

の カ リキ ュ ラム化で ある。三っ 目は、学級経営の

基本に集団づ くりを位置づ け、自轗 情をは ぐく

む 人間関係づ くりを大切 にする こ とである。四っ

目は、授業体験や クラブ体験入部等幼 ・小 ・中の

子 どもの ネ ッ トワークや、中学校区合同授業研等

中学校区の ネ ッ トワ
ー

クづ くりである。五 つ 目は、

総合学習や教科学習等教育活動 へ の 保護者の 参画

や保護者体験授業 （コ ミュ ニ テ ィ レ ッ ス ン 〉の実

施等地域 との ネ ッ トワ
ー

クづ く りで ある。六 っ 目

は、こ れ らの 教育活動が、教師集団に よる学校づ

くりとして取 り組まれた こ とで ある。

　こ の ような松原三 中校 区の 実践は、市内各校の

実践に大きな影響を与え、とりわけ、人権 ・同和

教育を柱 とす る学校づくりが、地道な実践の蓄積

を通 して 市内各校 へ 広が り、中学校 区の 幼 ・小 ・

中の 連携が 、中学校区 人権教育研 究会 （校区人研）

と して定着 し、全 て の中学校区で 全教職員参加 の

合 1司授業研等が実施されて い るtt

　また、子 どもと親を結び、大人同士 をつ な ぐ地

域との ネ ッ トワ
ーク づ くりの 取 り組み は、松原の

地域に開かれた学校づ くりの 基礎を作 っ てきた ，．

こ れ らの 取 り組 みが松原市地域教育推進会議の

「教育コ ミュ ニ テ ィ づくりへ の 提言」 として まと

め られた の で ある，

3、 松原の教育改革の特徴

  マ イスクール 研究推進事業

　松原市教委の 「マ イ ス ク
ー

ル 研究推進事業」は、

平成 6 年度か ら始ま っ た特色あ る学佼づ く りを支

援す る研究委嘱事業で ある 。

　 こ の 数年間の 各委嘱校の研究テー
マ は、「個を生

かす多様な学び
一教科 ・総合をむすぶ e

一ネ ッ トワ

ーク づ く り
一

」 （天 美北小）「21 世紀発 『学び の 総

合イ囹」（布忍小）「豊かな感 1生と確かな学力を育む

学校づ く り」 （松原 五 中）「授業改革 ・多様な学び

の クエ ス ト
ー
ネ ッ トワ

ー
クを生か した総合的な学

び一
」 （松原三 中）等である。

　こ の よ うに 、こ の事業の 特徴の
一

っ は、教科横

断的な今日的な教育課題から各校が研 究テ
ー

マ を

選択 し、学校の特色化を図るこ とで ある。こ の こ

とは、今 日の 総合的な学習の 基盤づ くりに大きな

役割を果た して い る。

　特徴の 二 つ 目は、研究者との ネ ッ トワ
ー

クづ く

りを行 うこ とであるb 委嘱校には、市教委の指導

主事が助言をするの に加え、委嘱校の 研究テ
ー

マ

に沿っ て大学等の 研究者との ネ ッ トワ
ー

クづ くり

を行 う。授業研をは じめとする様 々 な取 り組みを

通 じた継続的な研究者の指導助言をもとに、学校

現場は、これ まで の 実践 の 成果や課題を明確化 し、

自信と展望を持 っ て取り組みを推進するの で ある、．

　特徴の 三 つ 目は、こ の 事業 が、研究委嘱後 の 学

校づくりの跳躍台となっ て い る こ とで あ る ． 委嘱

校にぽ 2年間、年間百数十万円の財政的支援が

行われるが、さらに、委嘱期 間終了後 も 「継続支

援事業」 が続けられ る。

　 こ の マ イス クー
ル 研究委嘱が きっ か けとなっ て 、

学校が油 生化 し、特色ある学校 づ く りを進 め て い
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る学校が 多数ある」

  ネッ トワ
ー

クを生かした学校の情報化

　松原市で は、学校の 情報化を、こ れまで の ネ ッ

トワ
ー

ク 型の 学校づ くりを更 に発展させ る有効な

手段として捉え、以下 の こ と大切に して取 り組み

を進めて い るtt

　
一

っ は、小中の 連携 や導i 入時の 取 り組みを重視

し、パ イロ ッ ト中学校区を設定しそ の モ デル 校で

の 実践 の ノ ウハ ウをまとめ、市内各校 へ 広げる こ

とで ある。また、文部科学省 ・総務省の 「学校イ

ン タ
ーネ ッ ト事業」 の 指定校の 選定の 際も、小中

の 連携を重視 し、中学校区単位で指定校を選定 し、

そ の 実践 の 普遍化を図っ て きたの である。

　二つ 目は、全市的に情報教育を推進するため に、

苫手な教員を含めた松原市盾報教育推進委員会を

組織し、市教委と教員の ネ ッ トワークづ くりを進

め る こ とで あ る m

　三つ 目は、聞き取 りや取材等を通 じて 、教科学

習で活用 で きる地域のデジタル コ ン テ ン ツ の 開発

である。

　四つ 目は、こ の ような取り組みを支援する専門

家や民間企業 との コ ン ソーシ ア ム （elkokoro 協議

会）が組織され、ネ ッ トワ
ー

クづ くりを進 めて い

るこ とで ある。

　こ の ようなネ ッ トワ
ー

ク を通 じた学校の情報化

の 取り組みが、学校の活陛化に大きく寄与 して い

るの で ある。

  開かれた学校づくりと地域との協働の取り組み

　松原市の 「開か れた学校づ くり」には さま ざま

な側面がある。

　第 1 は、「人」 の 交流、学校教育活動への 地域

の人材活用で ある。各校で は、地域の多様な人材

活用が行われてお り、総合的な学習や教科の 授業

の 中で、また、ク ラブ活動等で地域住民がゲス ト

テ ィ
ー

チ ャ
ー

として 子 どもの教育に関わる こ とが

幅広 く取り組まれて い る。 平成 12年度には、「松

原市学校支援人材ボラン テ ィ ア 」 が設置され 、現

在約 300人 が 登録 してい る。

　第 2 は、保護者参加 の総合的な学習の実施で あ

る。企画の 段階、実際の 実施時、親子 の 報告会 の

運営等、保護者参加 による地域と結んだ学習が積

極的に取 り組まれ て い る。

　第 3 は 、「もの 」 の 交流、地域の施設利用で あ

る［t 総合的な学習や教科学習に関わっ て、社会教

育施設や福祉施設等を活用 した社会体験、ボラン

テ ィア体験等多様な体験学習を実施して い る。ま

た、保護者や地域住民を対象 とした 『パ ソ コ ン 教

室』の 開催等学校施設の活用が進められて い る。

　第 4 は、「清報」 の 交流、保護者 ・地域へ の 説

明責任 と弱 交評価 e学校教育自己診断）の 実施で

ある［／学校か らの積極的な情報提供のみならず、

保護者体験授業の 実施等多様なア カ ウン タ ビ リテ

ィ の あ り方が 追及されて い る，．また、全て の 学佼

で学校教育自己診断が実施 さ才1．、そ の 結果 の 公開

と同時に学校運営の 改善に取 り組ん で い る。

　 こ の ような開かれた学校づ くりと同時に学校と

地域 との 協働の 取り組みが、年 1 回の フ ェ ス タや

親※鉢験活動等の地北嫩 育協議会や土曜子 ども体

験活動推進委員会 の 活動として進め られて い る。

4、 教育行政や研究者との ネッ トワ
ー

クを通じた

　　学校づくり

　 これま で述べ て きた ように、教育改革を通 じた

学校づ くりが松原の 特色である ，．そ の 要は、幾重

に も広が るネッ トワ
ー

クに よる学校づ くりで ある。

　その
一

つ は、「マ イ ス ク
ー

ル 研究推進事業」に見

られる市教委の学校づ くりの施策による学校改革

を共通基盤 とした学校と教育行政 の ネ ッ トワ
ー

ク

で ある。また、人権教育や1青報教育の 推進等の 今

日的な課題 に即 した全市的なプ ロ ジェ ク ト会議の

設置による教員の 核づ くりとい っ た、「ひ と」づ く

りの ため の教育行政 と学校の ネ ッ トワ
ー

クで ある 。

　二 っ 目は、±lt＃或や中学校区のネ ッ トワーク であ

る。開か れた学校づ くりに よる 地域との 双方 向の

交流や中学校区 の 連携を通 じて、保護者の エ ン パ

ワ メ ン トだけで な く、教員の意識改革 ・エ ン パ ワ

メン トが図られる こ とにより、学校が
一

層活 駐化

して い るの で ある。

　三 っ 目は 、 研究者との ネッ トワ
ー

クで ある。 そ

れは、研究者の指導助言による様々 な研究課題の

追求や深化にとどま らず、研究者の 指導助言 を通

じて学校づ くりを推進するこ とで ある、．

　四つ 目は、学校長の リ
ーダー

シ ッ プの もと、学

校づ くりに参画できる教師集団づ くりである、．教

員の 自主 駐 ・主体性を大切に したプ ロ ジ ェ ク トの

設置等学校経営へ の参画意識の醸成と組織的な教

育活動を通じた教師集団づ くりで ある。

　五 っ 目は 、 教育改革を基盤とした学校 の 典型 づ

くりで ある。その要は、人権 ・
同和教育を基盤に

今日的な教育課題に挑戦し、その実践を通じた学

校づ くりの 典型として の 布忍小、松原三 中をは じ

め とする 「カの ある学校」 の 存在で ある。

　国
・府の施策 （予算）等の 積極的な導入にあた

っ て もネ ッ トワ
ー

クの 要 で ある コ
ーディネー

タ役

と して教育委員会の 果たす役書ilは大変大きい 。

　今、改め て学力向上が問われ て い る。 こ うした

学校づ くりの 検証として 、学力向上 の課題に向き

合い 、「学び の 総合化」 を推進する決意である ，
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